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TOP NEWS 

 

○第１回日中韓学長会議 「キャンパス・アジア」の正式発足を祝う 

平成 28年 12月 13日、第 1回日中韓学長会議が韓国で開

催され、当機構からは岡本理事及び国際課職員３名が出席しま

した。同会議の冒頭では、平成 28年度から始まる「キャンパ

ス・アジア」の本格実施を祝う発足式も行われ、採択された 17

のコンソーシアムから学長をはじめとする関係者や政府関係者

等、約 200名が一堂に会しました。また、国際的な流動性やグ

ローバルな雇用可能性をテーマにした発表もあり、様々なステ

ークホルダーによる知見が寄せられました。当機構の岡本理事

からも、当機構が中国、韓国の質保証機関と共同で実施した「キ

ャンパス・アジア」モニタリングの概要や優良事例のほか、成 

果物である日中韓共同モニタリング報告書を紹介しました。 

「キャンパス・アジア」事業は、日本、中国、韓国の 3カ国の政府が共同で取り組んでいる、質の伴

った大学間の交流を通じて、学生等の留学・移動を促進し、将来の東アジア地域の発展を担う人材の育

成を目指す構想です。すでに平成 23年度から 27年度までの期間中に、日中韓の大学で構成されるコ

ンソーシアムが試験的に 10件選定され、国際共同教育プログラム等を始動しました。本年度からの本

格実施においては、17件選定され、今後 5年間にかけてプログラムを実施します。 

当機構は中国と韓国の質保証機関と共同で日中韓質保証機関協議会を設立し、本構想の当初から質の

保証面での支援を行っています。具体的には、国境を超えた教育プログラムである「キャンパス・アジ

ア」の取組をモニタリングし、教育の質の観点から優れた取組を抽出して、広く国内外に発信していま

す。このような質保証活動を 3カ国の質保証機関が共同して実施する取組は、海外でも類を見ないもの

です。今後は、3カ国の質保証機関が共同で国際共同教育プログラムの質保証に関するガイドラインを

作成する予定となっています。 

「キャンパス・アジア」モニタリングに関する詳細や各報告書はこちらを参照してください。 

岡本理事による発表 

http://www.niad.ac.jp/n_kokusai/campusasia/
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質保証連携 

質保証人材育成 

  

○「EA ワークショップ『評価力を上げるための目的・計画の作り方』」を開催 

平成 28年１２月１６日（金）に「EA ワークショップ『評価力を上げるための目的・計画の作り方』」

を、竹橋オフィスで開催しました。 

EA ワークショップは、機構の EA（Evaluability Assessment）研究会で開発している教材とコン

テンツを基に、現在取組んでいる質保証連携事業の一環として実施したもので、計画立案段階で現行の

課題や問題を可能な限り把握し、適切な指標等の設定を行うための視点の提供を目的としています。 

今回のワークショップでは、国立大学をはじめ私立大学、民間企業といった様々な機関から、計２７

名の参加がありました。 

当日は、午前に機構の武市研究開発部長による開会挨拶の 

後、田中研究開発部教授より EA 教材の紹介と使い方等につ 

いての講義がありました。その後、演習課題と演習の進め方 

の説明があった後、参加者を５つのグループに分けて、演習 

課題と EA 教材を用いた演習が行われました。午後からは、 

午前に引き続き演習が行われ、演習のそれぞれの節目には各 

グループによる演習結果の発表が行われました。その後、演 

習の振返りが行われた後、最後に田中教授より総括がありま 

した。                              講義を行う田中教授 

今回は、EA 教材の全行程（ステップ 1～3）のうち、ステ 

ップ１「関係者の把握、課題・問題の分析」及びステップ 2「目的の整理、計画の作り方」を対象とし

たワークショップとなりました。また演習では、仮想の大学における「学生募集」にまつわる問題の把

握と解決をテーマとした例題を、新たに用意しました。 

ワークショップでは、役職や属性の類似する大学等の方々で編成したグループに、研究会メンバーが

ファシリテータとして加わり、参加者の業務経験の共有や意見交換を通して演習のテーマに関する具体

的なイメージを作りながら、活発な議論が行われました。また、演習結果の発表を通じて、各グループ

における議論の内容を参加者間で共有いただき、盛会のうちにワークショップを終えることができまし

た。 

なお、当日の配布資料及び参加者アンケートの結果等については、こちらよりご覧になれます（過去

に開催したワークショップ等の内容についてもご覧になれます）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        演習の様子                    演習結果の発表 

 

 

 

http://www.niad.ac.jp/n_kenkyukai/1301401_1207.html
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○「平成２８年度大学等の質保証に関する機構職員研修【オプショナルプログラム】」を開催 

平成２８年１2 月２１日（水）に平成 2８年度大学等の質保証に関する機構職員研修【オプショナル

プログラム】を小平本館で開催しました。今回の研修は、平成２８年 6月 1５日（水）開催の【基本プ

ログラム】の内容をふまえ、さらに質保証に係る背景知識を学ぶことを目的として開催しました。 

当日は、機構の様々な部署より約７０名の教職員の参加がありました。 

研修の前半には、田中教授より、「評価とは何か～基礎にある考え方を学ぶ～」と題し、大学評価をは

じめ、企業評価、政策評価等様々な評価を紹介しつつ、評価全体に関わる基礎的な考え方についての講

義が行われました。研修の後半には、金評価企画課長より、「高等教育の概要～国立大学を巡る最近の動

向を中心に～」と題し、過去の答申の内容をふまえた高等教育制度の背景や、近年の高等教育改革の動

向についての講義が行われました。また各講義終了後には、人事評価と賞与等との関係についての質問

等、熱心な質疑応答が行われました。 

今回の研修は、参加者にとって質保証に関する事業の背景知識を習得することで、職務遂行能力の向

上を図る良い契機となりました。 

また、研修後に実施されたアンケート結果からも、「評価の根本について解説があり、とても興味深か

った」等多くの意見が寄せられ、参加者にとって関心度が高く、有意義な研修となったことが伺えまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        講義を行う田中教授             講義を行う金評価企画課長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義に聞き入る参加者 
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学位授与事業 

短期大学・高等専門学校卒業者等を対象とする単位積み上げ型の学位授与関係 

 

■短期大学・高等専門学校卒業者等を対象とする単位積み上げ型の学位授与 

 

○ 平成２８年度１０月期申請に係る「大学改革支援・学位授与機構試験」を実施 

平成２８年１２月４日（日）及び１１日（日）に、平成２８年度１０月期申請に係る「大学改革支援・

学位授与機構試験」を実施しました。 

面接試験は東京で、小論文試験は全国２か所（東京・大阪）で実施しました。 

なお、東京地区試験場におきましては、北海道地方における記録的な積雪による航空機の欠航に伴い、

今年度限りの受験特別措置として、申請者２人に対して、平成２８年１２月１８日（日）に追試験を実

施しました。 

試験の実施状況は次のとおりです。 

 

１ 面接試験 

(1) 日  時   平成２８年１２月４日（日） １０時３０分～１５時１５分 

（１人当たり１５分程度） 

(2) 受験状況 

受験予定者数     ５６人 

受 験 者 数     ５５人 

欠 席 者 数      １人 

受  験  率   ９８．２％ 

 

２ 小論文試験 

(1) 日  時   平成２８年１２月１１日（日） 午前の部 １０時３０分～１２時００分 

                          午後の部 １４時３０分～１６時００分 

  〔受験特別措置（追試験）：平成２８年１２月１８日（日） １４時００分～１５時３０分〕 

 

(2) 受験状況 

受験予定者数    ６４７人 

受 験 者 数    ６４３人 

欠 席 者 数            ４人 

受  験  率   ９９．４％ 

 

今後、各専門委員会・部会における修得単位の審査及び学修成果・試験の審査を経て、平成２９年２

月１５日（水）開催の学位審査会で最終審査が行われ、合格者には学士の学位を授与する予定です。 
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機構認定の教育施設（各省庁大学校）の課程修了者への学位授与関係 

 

■機構認定の教育施設（各省庁大学校）の課程修了者への学位授与 

 

○ 32 人から学位授与の申請－修士又は博士相当の課程修了見込者－ 

大学院に相当する教育を行う課程として認定されている各省庁大学校の平成29年3月修了見込者32

人（修士課程相当 30人、博士課程相当 2 人）から、学位授与の申請がありました。 

今後、各専門委員会・部会における論文の審査及び試験（口述）を経て、平成 29 年 3 月 10日（金）

開催の学位審査会で最終審査が行われ、合格者にはそれぞれ修士又は博士の学位が授与される予定です。 

 

＜修士及び博士の学位授与申請者数＞ 

認 定 課 程 名 学位（専攻分野） 
申請者数

（人） 

防衛大学校 理工学研究科（前期課程） 
修士（理学） 2 

修士（工学） 9 

防衛大学校 理工学研究科（後期課程） 博士（工学） 2 

防衛大学校 総合安全保障研究科（前期課程） 修士（安全保障学） 12 

水産大学校 水産学研究科 修士（水産学） 2 

国立看護大学校 研究課程部看護学研究科 修士（看護学） 5 

合             計 32 

 



- 6 - 

主要行事日程 

 

○ Schedule 

 

１月 

日 行事名 担当課 

１３日 高等専門学校機関別認証評価委員会（第３回） 評価支援課 

１３日 大学機関別認証評価委員会（第３回） 評価支援課 

 

２月 

日 行事名 担当課 

１５日 学位審査会（平成 28 年度第 4 回） 学位審査課 

２４日 学位記伝達式・講評 学位審査課 

２７日 大学ポートレート運営会議（第６回） 

大学ﾎﾟｰﾄﾚｰﾄ 

ｾﾝﾀｰ事務室 

 

３月 

日 行事名 担当課 

６日 法科大学院認証評価委員会（第３回） 評価支援課 

８日 大学機関別認証評価委員会（第４回） 評価支援課 

１０日 平成 28 年度大学改革支援・学位授与機構シンポジウム 総務企画課 

１０日 学位審査会（平成 28 年度第 5 回） 学位審査課 

１３日 高等専門学校機関別認証評価委員会（第４回） 評価支援課 

 

http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/hyouka/kousen/
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/hyouka/daigaku/
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/gakui/shinsa/index.html
http://portal.niad.ac.jp/ptrt/unei.html
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/hyouka/houka/
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/hyouka/daigaku/
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/gakui/shinsa/index.html
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/hyouka/kousen/
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